
施策名

1115 所管局: 保健福祉局 共管局: 文化市民局

障害のあるひとの人権の尊重

　障害のあるひとに対する物理的，制度的，心理的障害がなく，障害のあるひともないひとも
同じ生活を送ることができる社会を構築する。

C
　客観指標は，主指標，準指標ともに前年度と比較して変化が少なく，評価もどちらとも言
えない。
　市民の生活実感についても，どちらとも言えない。
　施策の目的から，客観指標の改善と市民の生活実感の向上は同等に重要であると考え
られることから，この施策の目的はそこそこ達成されていると評価する。

概要

＜参考＞この施策実現のための主な事業

客観指標総合評価 c

○この施策に関する市民生活実感評価

○この施策の客観指標評価

総合評価
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事業名

障害者理解促進事業

（従）各種大会共催補助（全国都道府県対抗女子駅伝競走大会）

　障害のある人が，様々な面で暮らしやすいまちになってきている。

答ａ：そう思う

答ｂ：どちらかというとそう

答ｃ：どちらとも言えない

答ｄ：どちらかというとそう

答ｅ：そう思わない
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市民生活実感評価
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指標名 前回値 最新値 目標値 達成度 評価

9E+07障害者社会参加促進事業参加者数（人） 12251 11964 12659 94.5% c

9E+07（準）障害のあるひとの通所授産施設等の利用可能人数（人分） 1179 1189 d
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